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令和 6年度 神河町社会福祉協議会 

事業報告書兼地域福祉推進計画 4年次報告書 

 

〈総  括〉 

事業について 

近年、社会全体において全産業で人手不足が深刻化している中、福祉分野についても担

い手不足による介護事業所の閉鎖が相次ぎ、福祉の基盤そのものが揺らぐ事態となってい

ます。当会においても介護人材不足の波は避けられず、前年度に引き続き人材確保に苦戦

していました。そのような中、2月にケアマネジャー、新年度から勤務するホームヘルパー

をそれぞれ 1名採用し、在宅介護を支える体制を強化することができました。あわせて度々

の求人の結果、「生活困窮者支援体制強化（ほっとかへんネットワーカー配置）事業」の補

助金を活用した事務職員 1 名の採用に至り、生活困窮者支援はもとより社協法人部門全体

の体制強化を図ることができました。 

 コロナ特例貸付け事業の借受世帯を含めた生活困窮者支援では、経済的に逼迫している

世帯に対して、福祉ぷちショップや福祉バザーの売り上げを財源に食糧支援や生活費の一

時的な立替をおこなう等、緊急的な支援にも柔軟に対応しました。また、生活困窮世帯の

子どもの学習支援や福祉体験の機会の確保を目的とした取り組みも始めましたが、生活困

窮世帯からの参加がなく、この要因の分析と対応が今後の課題となっています。 

 地域においては、継続的に話し合いをされている集落協議体に生活支援コーディネータ

ーが引き続き参加し、円滑な運営を支援しました。また、生活支援コーディネーターの地

域自治協議会への参加も徐々に増え、ブロックでの支えあい活動を進める機会を得ること

ができました。1月には、生活支援協議体推進フォーラムを町と共催で開催し、社会参加と

介護予防、生活支援活動について広く啓発しました。 

令和 6 年の年始に起こった能登半島地震の復旧支援活動では、当会においても被災地社

協への職員派遣やボランティア派遣を通して被災地の復旧を支援しました。 

 

会計について 

収入においては、介護、障害の各サービス事業収入が堅調であり、前年度比 580 万円余

り（＋6.6％）の増収となり、併せて町や県社協からの補助金、委託金も順調に得ることが

できました。社協会費や募金に大きな変化はありません。寄付金は総額 366.8 万円と回復

はしましたが、1件の大口預託によるものです。 

「社協福祉積立金」については事業終了した訪問入浴サービスの資金残高など 1,100 万

円を上積みして総額 7,200 万円としました。資金を内部移動したことで事業活動の運転資

金である「現金預金」は減少しましたが、事業活動をするうえで特に問題はありません。 

支出においては、コスト意識を高めるなか、事業費・事務費は前年度比 239 万円余り減

少しました。一方で職員の採用や人事院による給与の大幅な改定勧告、介護職への新たな

処遇改善手当により、人件費は同比 380万円余り上回りました。 

1年間の活動全体の収益を示す「当期活動増減差額」は、前年度▲552.1万円から今年度

▲340.8万円に赤字幅が圧縮されましたが、2年連続して赤字が続いている状況です。 
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○第 3次地域福祉推進計画 4年次の報告 

活動目標１ 違いを認め合う福祉教育をいろんな世代ですすめよう！ 

＊教育課と連携した「人権をたしかめる日」に合わせた地域共生社会の啓発について

調整をおこないましたが、社協広報紙を活用した啓発に止まり、実施に至りません

でした。 

＊地域に社協職員が出向く福祉出前講座を、岩屋区と比延区のミニデイで実施し、消

費者トラブルへの注意喚起や災害への備えの啓発をしました。 

＊ボランティア推進活動校連絡会議において地域共生社会をテーマにしたプログラ

ムを提案し、車いす体験や高齢者疑似体験等を通して地域共生社会の啓発をおこ

ないました。子ども達が「みんなが幸せな社会にするために自分に出来ることは何

か」ということを考える機会になりました。 

 

活動目標２ ひとりぼっちをつくらない地域にしよう！ 

＊社協広報紙“ＴＵ・ＮＡ・ＧＵ”のコーナーで、集いの場の効果の啓発と参加推進

をおこないました。また集落協議体において緩やかな見守りあいを啓発しました。

地域の資源を見える化したリーフレットを作りお互いに誘い合う等、見守りあい

の意識が醸成されています。 

＊社協広報紙において、繋がりづくりの第 1歩である“あいさつ”や“声かけ”を啓

発しました。その効果を測ることは難しいですが、今後も引き続き啓発します。 

＊たまゆらの会（介護者の会）への参加促進を目的に、ボランティアグループの協力

を得て介護技術セミナーを開催したところ、新たに 1 名が加入されることとなり

ました。このセミナーへの参加を男性介護者にも強く働きかけましたが、2名の参

加に止まりました。 

 

活動目標３ 見守りあい、支えあう仕組みづくりをすすめよう！ 

＊5ブロックの地域自治協議会に生活支援コーディネーターが参加し第 2層協議体

の設置を進め、それぞれの地域自治協議会の状況に応じ、見守り支えあいの地域

づくりを提案しました。一方で、地域自治協議会の発足に伴い協議体を休止、解

散する集落も出てきました。より身近な場での見守り支えあいについて話し合う

場の持ち方の再検討が必要です。 

活動目標４ 身近な困りごとをキャッチしてつなごう！ 

＊相談に来られた住民に寄り添い、安心して相談出来る雰囲気づくりに心がけまし

た。また、丁寧に聞き取りをおこない、関係機関とも協働して課題解決にあたりま

した。 

＊福祉給食サービス希望者のご自宅に訪問し、生活状況や困りごとを把握し、必要な

支援に繋ぎました。民生委員児童委員とも情報を共有することで見守りの強化に

なっています。 

＊生活困窮者支援体制強化（ほっとかへんネットワーカー配置）事業の補助金を活用

して嘱託職員を 1名採用し、生活困窮者支援をさらに強化しました。 
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活動目標５ 誰もが活躍する場をつくろう！ 

＊引き続き、多機能型事業所ひと花の利用者一人ひとりが持つ力を発揮して、墓掃除

や庭の掃除、コープの見守り個配サービスなどをおこないました。 

＊高齢者の社会参加と介護予防について、シニアカレッジや社協広報紙で啓発をお

こないました。 

 

活動目標６ みんなでボランティアの輪をひろげよう！ 

＊「ちょっといいこと運動」の啓発を継続しましたが、新たな仕掛けを試みるまでに

は至りませんでした。 

＊ボランティア活動への関心を高めるため、引き続き社協広報紙で町内のボランテ

ィアグループを紹介しました。関心を持たれた子育て世代とボランティアグルー

プとの繋がりも生まれました。 

＊「宿題終わらせよう会」に学生のボランティア参加を募り、若い世代のボランティ

ア活動参加を勧めました。9名の参加があり、ボランティア活動に関心を持っても

らえました。 

 

活動目標７ 先への不安を取り除く福祉活動を展開しよう！ 

＊生活福祉資金特例貸付借受世帯の償還状況を把握し、滞納世帯に対しては電話等

で生活状況を聞き取り、必要に応じて償還免除や償還猶予の手続きの支援をおこ

ないました。生活の立て直しがままならず滞納が続いている世帯の不安要素をひ

とつ取り除くことができたとともに、今後の支援にも繋げることができるように

なりました。 

＊生活困窮者支援を必要としている人に「フードバンクはりま」や自立支援相談機関

の「神戸の冬を支える会」と連携して情報や食料を届けたり、逼迫した世帯に対し

ては福祉バザーや福祉ぷちショップの売上げを財源に緊急支援をおこないました。 

＊要支援レベルの家事援助の充実を目的に町が実施した生活支援サポーター養成講

座の講師を担いました。 

 

活動目標８ 地域で防災・減災に取り組もう！ 

＊危機的な状況下で重要な業務をどのように継続的に実施するかを示した「事業継

続計画（ＢＣＰ）」をもとに職員研修や見直し会議を開催しました。 

＊ミニデイなどで聞き取った住民の災害への備えを社協広報紙で紹介し、防災意識

の啓発をおこないました。 

＊災害時に連携して対応できるよう、社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向けて

準備を進めました。 
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○各事業の報告 

 

１．法人組織運営 

 

（１） 理事会・評議員会・監事監査 

                    ※○、□数字は議案番号を示す 

開 催 日 会 議 の 名 称 協      議     内     容 出 席 者 

5月 28日 決算監査 ＊令和 5年度神河町社協の各事業並びに会計監査 
監事 2名 

会長 

6月 4日 

○第 109回理事会 

①令和 5年度神河町社協事業報告並びに会計決算 

②評議員選任・解任委員会への評議員候補者の推

薦 

③定時評議員会の招集並びに提案議案承認 

理事  8名 

監事  2名 

第 12回評議員選任

解任委員会 
＊退任に伴う評議員候補者 6名の選任 

委員  3名 

会長 

6月 26日 

 

□第61回定時評議

員会 
□1令和 5年度神河町社協事業報告並びに会計決算 

評議員 21名 

会長、副会長 

監事  1名 

8月 19日 ○第 110回理事会 
＊社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット）

について 

理事  7名 

監事  2名 

11月 8日 中間監査 
＊令和 6年度上半期の神河町社協事業報告並びに

会計監査 

監事  2名 

会長 

11月 20日 ○第 111回理事会 
④令和 6年度神河町社協会計第 1次補正予算 

⑤次回評議員会の招集並びに提案議案の承認 

理事  5名 

監事  2名 

12月 10日 □第62回評議員会 □2令和 6年度神河町社協会計第 1次補正予算 

評議員 22名 

会長、副会長 

監事  1名 

R7 

2月 25日 
○第 112回理事会 

⑥令和 6年度神河町社協会計第 2次補正予算 

⑦令和 7年度神河町社協事業計画並びに会計予算 

⑧次回評議員会の招集並びに提案議案の承認 

理事  8名 

監事  1名 

3月 6日 □第63回評議員会 
□3令和 6年度神河町社協会計第 2次補正予算 

□4令和 7年度神河町社協事業計画並びに会計予算 

評議員 22名 

会長、副会長 

 

 

（２） 役職員研修会 

シニアカレッジ公開講座の受講を役職員研修と兼ねて 8月に実施しました。 

テーマ   高齢者の社会参加と介護予防～どんどん活躍ますます元気！～ 

役職員参加者数  17名 
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（３） 住民や利用者等からの指摘や苦情および業務中の事故について 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 職員数の増減 

 令和 6年 4月 1日 令和 7年 4月 1日 年間の増減状況 

常 

勤 

正
規 

地域福祉職員 5 5  

訪問介護員 3 3  

介護支援専門員 4 4  

多機能型事業職員 2 2  

相談支援専門員 0 0  

嘱
託 

地域福祉職員 0 1 採用 +1 

訪問介護員 3 3 採用 +１ 退職 -1 

介護支援専門員 0 1 採用 +1 

多機能型事業職員 3 3  

非
常
勤 

登
録 

地域福祉職員 2 0 退職 -2 

訪問介護員 2 2  

入力事務 1 1  

多機能型事業職員 2 3 採用 +2 退職 -1 

計 27 28  

 

 

 

 

２．自主財源の確保（募金・預託関係） 

 

（１） 「善意の募金運動」  

6月に各世帯へ、ポケットティッシュと使途説明書をつけて募金協力を呼びかけ、集落内

の取りまとめを区長さんに依頼しました。募金の目安額はこれまでどおり 300円。 

 

 

※町内公共施設に設置の「窓口募金箱」

と神河中学校募金（19,853円)募金を含

む。 

 

 

種 別 件 数 備 考 

指摘や苦情 0件  

業務中の事故 
利用者側 1件 ケガ １件 

職員側 2件 ケガ １件、その他 １件 

年 度 募金額 前年度比較 

4年度 1,022,733円 ＋0.9% 

5年度 1,019,747円 －0.3% 

6年度 1,015,715円 －0.4% 
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※R6年度は 100万円の大口指定預託有り 

（２）  社協会費  

① 一般会費   

6月に区長さんを通じ、一般会費について各戸に納入協力を求めました。 

年 度 納入額 納入戸数 

4年度 3,341,000円 3,341戸 

5年度 3,319,000円 3,319戸 

6年度 3,299,000円 3,299戸 

② 特別会費   

6月に 86事業所に対して一口 1,000円×口数の特別会費の納入協力を求めたところ、次の

とおりご協力をいただきました 

年 度 納入額 内訳 

4年度 529,000円 81件 

5年度 551,000円 84件 

6年度 511,000円 81件 

 

 

（３） 善意銀行預託   

『社会のために少しでも役に立つことをしたい』という善意の気持ちを金銭でお預かりし、

地域福祉の推進のために活用します。10年間の推移では、預託件数は上下しながら徐々に下

がっている状況で、令和 6年度は大口の指定預託があり預託総額は増えましたが、寄付件数

は過去最少となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

年 度 預託総額 件数 

4年度  1,900,901円 68件 

5年度 2,075,583円 67件 

6年度 2,652,947円 56件 
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３．当事者を支援する活動 

 

（１） 福祉給食サービス事業〔※共同募金配分事業（一部）〕 

対象者の安否確認を目的として、独居世帯等に 1 食 200 円で夕食の

お弁当を週 1 回配食しています。調理ボランティアグループが少なく

なってきている中、業者（コープこうべ、しあわせのひなた、神崎フー

ド）にも調理委託をおこない、サービスを継続しています。また年 3回、神崎高校ボランテ

ィア部の生徒さんが職員と配食活動をおこない、利用者に大変喜ばれました。 

年度 利用者数 配食総数 調理ボランティア 配食ボランティア 

4年度 117名 3,655食 21グループ 43名 

5年度 109名 3,474食 22グループ 36名 

6年度 111名 3,767食 21グループ 36名 

 

 

（２） まちの子育てひろば活動支援  

申請のあった 6団体に対し 30,000円を上限に、総額 169,682円の 

助成金を交付しました。長谷幼稚園の再開に合わせ、『はせっこどん 

ぐりひろば』も活動を再開されました。 

 

 

（３） たまゆらの会（介護者の会）事務局  

意見交換会やレクリエーション活動などを偶数月 1 回実施していま

す。12 月には専門職（楽護会）を招いて介護技術セミナーを開催し、

会員以外の介護者にも参加いただいて「楽に、楽しく介護するコツ」に

ついて学びました。 

＊会員数 16名   ＊社協助成 50,000円 

 

 

（４） 老人憩いの日設定事業  

 赤十字奉仕団との共催事業として、町内 77歳以上のひとり暮らし高

齢者を対象にグリーンエコーで 10月 3日に実施した会食会に 56名の

参加がありました。参加者の中には久し振りに出会う方も多く、とて

も会話が弾み、赤十字奉仕団員や職員によるお楽しみ会に会場は大変

盛り上がり交流が深まりました。しかし、参加者数が対象者の 2割程

度に止まり、参加者の固定化も見受けられるため、今後実施方法について赤十字奉仕団と検

討していきます。 

 

 

（５）グリーフケアサロン 〔※共同募金配分事業〕 

家族を亡くしたことで生じる喪失感や後悔の念を癒す（グリーフケア）ためのサロンを 10

② 
ひとりぼっちを 
つくらない 

② 
ひとりぼっちを 
つくらない 

② 
ひとりぼっちを 
つくらない 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
福祉活動 
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月に開催しました。例年以上に広報を積極的におこないましたが 3名の 

参加に止まりました。毎年参加者が少ないため、事業開催の見直しを図 

ります。 

 

 

（６） 福祉バザー、福祉ぷちショップの開催  

10 月に町民へ広く呼びかけ日用品の提供を受け、神崎高校の協力を

得ながら福祉バザーを開催しました。また年間を通じて町民さんから提

供いただく日用品や食料品などは、福祉ぷちショップとしてイベント時

に安価で販売しました。 

福祉バザーの収益金は食料品や生活用品の購入に充て、生活困窮の方

に持ち帰ってもらいました。福祉ぷちショップの売上金は電気代を滞納

し支払期限が迫っている方の立替え金に充てるなど、生活困窮の方への

支援に取り組みました。 

 

 

（７） 子育て世代支援事業“おゆずりプラザ” 

使用せずに眠っている子育て用品を社協が譲り受け、それを子育て

中の方々へ無料あるいは安価で譲り渡す“おゆずりプラザ”を、今回

初めて「こどもまんなか委員会」との共催で“子から子マーケット”

として 3月に実施しました。 

約 50名の方々から預託いただき、延べ 48組の子育て世代がプラザ 

に来場されており、たくさんの子育て世代の方々に支持されています。 

 

 

（８） 歳末たすけあい募金配分活動 

神河町共同募金会を通じて町民の方々にご協力いただいた歳末募金のほぼ全てを社協がお

こなう次の活動に充当しました。 

① 在宅で介護が相当必要な方（41名）へ見舞品を配布  

② 準要保護児童生徒就学援助費を受給されている小学生及び中学生 

     （72名）に支援金を配布 

③ 独り暮らし高齢者等（7名）への年末大掃除の代行サービスを提供 

④ 福祉給食サービスを利用されている方(76名)に歳末お弁当を配食 

⑤ 1歳を迎えたお子さん（34名）に家計支援のための紙おむつ 2袋を配付 

⑥ 体が不自由な方への外出旅行「遠くへ行こうデー」の開催（12月 10日） 

⑦ 生活に困られている方（1世帯）への食材購入支援 

 

 

 

 

４．住民安心サービスの提供 

（１） 生活福祉資金の貸付事業（※県社協からの委託事業） 

② 
ひとりぼっちを 
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⑦ 
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③ 
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低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯に対し、資金の貸付けをおこな

うことで経済的自立と、社会参加を促します。 

コロナ禍の影響で生活困窮に陥った方を対象とした緊急小口資金は 2

年間の償還期間が終了しました。総合支援資金の特例貸付は償還が順次始

まっており、資金を利用された方への生活状況の把握をおこないながら、

必要な方には免除申請や猶予申請（1年間の償還の延長）の説明や、その

手続きを支援しています。 

① 福祉資金 《生活課題の解決と自立を支援するための一時的費用》  

→ 新規貸付や貸付償還中はなし 

② 教育支援資金 《高校、大学等への入学のための費用や在学中の授業料》 

→ 新規貸付 0件。貸付状況は 1件 500,000円。償還、滞納が繰り返されている状況

が続いており、通知や架電をするも反応がない状況です。 

③ 総合支援資金 《失業者が就労するまでの再建のための生活費用》  

→  新規貸付 0件。現在の貸付状況は 5件 2,940,000円。全件滞納が続いている中、

食糧支援で繋がりが持てたことにより 1件償還が始まりました。 

④ 特例貸付【緊急小口資金】  

《新型コロナウィルスの影響で休業し、緊急かつ一時的に生計維持が困難となった場合の生活費用》 

→ 総計 64件（実人数 59人）貸付総額 10,480,000円 

令和 6年 12月末で償還期間が終了するため、10月に長期滞納者 10件に対し訪問

して償還の期限がせまっていることや必要な場合は返済の猶予ができることを通

知しています。 

年度 総数 免除 償還中 猶予中 滞納中 償還完了 

   6年度 64 37（＋4） 3（－10） 2（±0） 12（－2） 10（＋8） 

※（ ）は昨年度比 

⑤ 特例貸付【総合支援資金】  

《緊急小口資金の貸付けを受けてもなお生活困窮が続く場合の生活費用》 

→ 総計 92件（実人数 41人）貸付総額 5,280,000円 

年度 総数 免除 償還中 猶予中 滞納中 償還完了 据置き 

6年度 92 65（＋32） 6（－1） 2（＋1） 18（＋6） 1（－1） 0（－39） 

※（ ）は昨年度比 

 

 

（２） 生活保護受給予定者への一時支援資金貸付《※本会独自事業》 

 生活保護申請をしてから最初の保護費を受け取るまでに、手持ちの生

活費用が無い方に、役場担当課と相談しながら必要最低限の生活費を立

替え、保護費受給時に一括返金してもらいます。今年度は 1名の方が利用

され、返金も完了しています。 

 

④ 
困りごとを 
キャッチ 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
福祉活動 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
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（３） 日常生活自立支援事業《※県社協委託事業》 

「通帳が見当たらず何度も再発行する」「お金の計算に疎くなった」な

ど、認知症や障がいなどにより判断能力が十分でない方の通帳や印鑑を預

かり、日常の金銭管理を支援しています。利用者数は 10 名（新規利用 3

件、利用終了 1件）。 

 

 

（４） 「暮らしの安心相談」と「法律相談」〔※共同募金配分事業〕 

 就労や相続などについての有識者、行政相談委員、人権擁護委員が相談に応じる「暮らし

の安心相談」を偶数月に、兵庫県弁護士会から派遣された弁護士による「法律相談」を奇数

月に開催しています。暮らしの安心相談については、行政及び人権に関する相談にここ数年

実績がなく、見直しが必要です。 

  暮らしの安心相談 法律相談 

4年度 10件 34件 

5年度 12件 35件 

6年度 14件 34件 

 

 

（５） 日常生活用具貸与事業  

骨折や病気などで身体機能が一時的に低下された方へ、介護用手動ベッドや車いすを無料

で貸し出ししており、年度末時点での貸し出し中のベッドは 13台、車いすは 10台です。な

お 4年以上借り続けられると有料に切り替わり、使用料として年間 5,000円を 8名の方に負

担いただきました。 

 新規貸与件数 介護用ベッド 車椅子 

4年度 1件  9件 

5年度 4件 20件 

6年度 2件 28件 

 

 

（６） 外出困難者支援サービス事業〔※共同募金配分事業〕  

道路運送法に定める「福祉有償運送事業」として、車椅子を要する方を対象に、スロープ付

の福祉車両を用いて神崎総合病院等へ受診のための送迎を実施しています。 

町福祉有償運送運営協議会でこの事業が適正に運営されていることが認められ、その結果

のもと、神戸運輸管理部から自家用有償旅客運送者登録の 3年更新を受けました。 

         利用者数 利用回数 

4年度 25名 439回 

5年度 35名 464回 

6年度 33名 351回 

 

 

⑦ 
先への 
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（７） 福祉車輌の貸出し  

歩行が困難な方の家族に、車いすのまま乗れる福祉車両（平成 25年度

姫路十字会寄贈）の無料貸出しを行っています。無記名式の自動車保険

に加入し、運転者の運転免許証の確認をおこなうなど、安全な事業運営

に努めています。これまで人身・車両事故はありません。 

      貸出回数 

4年度 71回 

5年度 47回 

6年度 47回 

 

 

（８） お買い物送迎サービス  

車を持たない高齢者の買物支援を目的に毎月 1回、自宅から町内の希望する商業施設まで、

町内全域を対象に乗り合いでのお買い物送迎を実施しています。現在、新規利用者がほとん

ど無く、8月からは町内 2ルート運行に見直しました。 

毎回ひと花利用者が添乗し、乗降や荷物運びを手伝ってくれており、買物利用者に喜ばれ

ています。 

      延べ利用者数 

4年度 131名 

5年度 125名 

6年度    132名 

 

 

（９） 生活支援コーディネーター委託事業  

引き続き、集落での協議体の運営支援をおこなっています。また、5

ブロックの地域自治協議会に参加し、見守り支えあい活動の推進に力

を注ぎました。 

シニアカレッジ教養講座の公開講座(8/8開催)では、高齢者の社会参   

加が介護予防に繋がることを啓発する講演を企画しました。 

1月には町と共催で生活支援協議体推進フォーラムを開催しました。地

域で活動している集いの場の表彰、千葉大学の井手一茂助教による基調

講演、越知谷ブロック地域自治協議会の生活支援活動の実践発表など盛

り沢山の内容で、「暮らしているだけで健康になる町づくり」の啓発をお

こないました。 
 
 

（１０） 生活困窮者支援体制強化事業（ほっとかへんネットワーカー配置事業） 

生活福祉資金特例貸付の借受人の償還支援をはじめ、生活困窮者が抱え

る生活課題の解消に向けた相談支援を充実させることを目的に、県社協か

ら約 520万円余りの補助金があり、職員採用に結びつきました。なお、こ

の補助金は令和 16年度まで支給されます。 

 

 

（１１） 見守り個配サービス  

③ 
見守りあい、 
支えあう 

しくみづくり 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
福祉活動 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
福祉活動 

⑤ 
誰もが活躍する 
場づくり 

⑦ 
先への 

不安をなくす 
福祉活動 



- 12 - 

 

ひと花とコープこうべの連携事業として毎週１回、利用

者さんと一緒にコープ商品を１回 200円で届けています。 

訪問先では見守りも兼ねたひと花の談笑を楽しみにさ 

れており、サービス利用者も 11名となり、徐々に増えてき

ています。 

 

 

（１２） 社会福祉法人連絡協議会の立ち上げ準備  

社会福祉法人が地域の公益活動に積極的に取り組むよう求められるなか、町内の社会福祉

法人に呼びかけ、勉強会や会合を重ねました。その結果、町内 5法人による社会福祉法人連

絡協議会（通称：ほっとかへんネット）が 7年 4月に立ち上がることとなりました。 

    ＊神崎保育園〔神崎福祉会〕 ＊うぐいす荘〔宝寿会〕 ＊あやめ苑〔光輪福祉会〕 

    ＊寺前保育所〔豊富台福祉会〕 ＊神河町社会福祉協議会 

 

 

 

 

５．福祉学習・福祉啓発の取り組み  

 

（１） ボランティア推進活動校助成事業〔※共同募金配分事業〕 

福祉学習、ボランティア活動に取り組まれる学校に対する助成事業

で、町内すべての学校（5校）へ総額 353,170円の助成をおこないまし

た。また、5月に連絡会を開催し、地域共生社会の実現に向けた福祉教育

の展開について依頼するとともに、各学校の取り組みについて情報交換をおこないました。 

  〈助成額〉 ・神崎高校   … 100,000円   ・神河中学校  … 20,522円 

・長谷小学校  …  61,143円    ・寺前小学校   …  71,505円 

・神崎小学校   … 100,000円 

 

 

（２） “ちょっといいこと運動”  

町内全てのボランティア推進活動校に対して、夏休みに“ちょっとい

いこと運動”への参加を依頼し、約 7割の児童生徒が取り組み、小・中

学生はほぼ全員が参加しました。 

 小学生は、自分の行動が家族や地域の役に立ち喜ばれることで自分に

自信を持ち、中高生は、自分が周りの人に親切にされた感謝の気持ちを

今度は自分が周りの人に返していきたいという思いを持てました。 

     

 

（３） 宿題終わらせよう会（新事業） 

子ども達の学習や福祉体験の機会の確保と、若い世代がボランティア

活動をおこなうきっかけに、夏休みと春休みに「宿題終わらせよう会」を

開催しました。特例貸付けを利用された世帯を含め広く周知し、役場の

保健師からも呼びかけた結果、夏は 2日間で 11名、春は 5名の小学生が
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参加しました。また、夏は 9名の学生が、春は一般のボランティア 2名が参加し、小学生の

学習支援をおこないました。 

 

 

（４）福祉教育 

① 各学校への支援 

学校名 福祉教育の内容 支援内容 

神崎高等学校 福祉・地域共生社会について（ボラ

ンティア実践） 

講師：社協職員 

災害について・パッククッキング

（2.3年生） 

講師：社協職員、神河町いずみ会 

車いす体験（2.3年生） 講師紹介、調整、指導補助 

神崎小学校 

 

 

車いす体験（4年生） 講師紹介、調整、指導補助 

点字体験（4年生） 講師紹介 

高齢者疑似体験（4年生） 講師：社協職員 

寺前小学校 車いす体験（4年生） 講師紹介、調整、指導補助 

手話体験（3年生） 講師紹介 

点字体験（4年生） 講師紹介 

高齢者疑似体験（4年生） 講師:社協職員 

長谷小学校 車いす体験（全校児童） 講師紹介、調整、指導補助 

② 神河シニアカレッジ公開講座（中央公民館との共催事業） 

社会参加による介護予防の効果の周知と地域での健康づくりや支えあい活動の推進を目的

に、8月に芦屋市社会福祉協議会地域福祉係の針山大輔氏を講師に招き、「高齢者の社会参加

と介護予防～どんどん活躍ますます元気～」と題した講演会をおこないました。 

③ 福祉出前講座 

岩屋ミニデイで、4 月に消費者トラブル、5 月に災害について、比延ミニデイで、10 月に

消費者トラブルについての講座をおこないました。 

 

 

（５） トライやるウィーク受入れ  

    今年度は当会を希望する生徒がいませんでした。   

 

 

（６） タイムレター〔※共同募金配分事業〕 

青少年の健全育成を願い、卒業を控えた中学 3年生に親への感謝の気持ちを書いてもらっ

た手紙を社協が大切に保管し、10 年後に家族のもとへ発送します。中学校の協力も得られ、

今年度もほぼ全員となる 107名の生徒さんからの大事な手紙を預かりました。 

 

 

① 
違いを認め合う 
福祉教育 
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６．ボランティア活動の推進 

 

（１） ボランティア登録状況 

ボランティア活動をされる方が社協ボランティアセンターに登録され

ることで、ボランティア活動保険に自動加入となり、あわせて活動支援助

成の申込み対象にもなります。   

       6年度 5年度 4年度 

グループボランティア 83団体 78団体 82団体 

個人ボランティア 45名 45名 48名 

◎6年度中新規登録 ・・・7グループ、個人 2名 

食育（1）、演芸（1）、ミニデイ・喫茶（3）、体操（1）、環境（1）、給食配食（2名）、タッチ

ケア（１名） 

◎6年度中活動終了 ・・・2グループ、個人 2名 

給食調理（1）、環境（1）、給食配食（2名） 

 

 

（２） ボランティア活動支援助成  

社協ボランティアセンターに登録し、年 3回以上活動されるボランティア活動者に活動に

かかる経費の助成をおこなっており、6年度は 51グループ、1個人（上限 30,000円、新規立

ち上げ 50,000円、個人ボランティア上限 10,000円）に総額 1,497,069円を助成しました。 

     

 

（３） 各地区ミニデイへの運営の協力、支援 

ミニデイや地域の集い場などに職員が計 14回出向き、映画鑑賞やレ

クリエーションの支援をおこなうとともに、ボランティアさんとの意見

交換をしています。 

 

 

（４） １．１７のつどいへの協力 

阪神淡路大震災の犠牲者への追悼事業として、毎年神戸市で開催され

ている「阪神淡路大震災 1.17 のつどい」で使用される竹筒の提供を広く

お願いしたところ、20 地区の老人クラブから 494 本の竹筒が集まりまし

た。また、個人 1名より竹筒用のろうそく 160個の提供がありました。 

 

 

（５） 善意の物品預託  

住民、企業、団体の皆様から下記の預託を受けました。 

内  容 数量 預託件数 払い出し先 

ぞうきん 232枚 2件 町内の各学校、施設へ  
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衣類、肌着 多数 8件 生活困窮者、福祉バザーへ 

介護用品 2点 2件 社協備品へ 

介護用紙おむつなど 多数 11件 必要な方へ ※一部保留中 

生活雑貨、食品 多数 10件 生活困窮者、福祉バザーへ 

エレクトーン １台 1件 希望者へ 

お米 500㎏ 14件 
生活困窮者へ譲渡、社協事業に利用 

 ※一部保留中 

※保管期間は半年以内としています。 

 

 

 

 

７.災害対応 

 

（１） 広域での災害時対応 

市川町社協及び福崎町社協へ働きかけ、マンパワーの確保を含めた広域（郡内）での災害

時対応について検討を進めています。 

 

 

（２） 能登半島地震災害支援 

 全社協を通じ、近畿ブロック社協より災害ボランティアセンターの運営支援をおこなう職

員派遣の要請があり、4月 25 日～5月 1日の間、七尾市災害ボランティアセンターへ職員 1

名を派遣しました。 

 また、6月 7日～8日に神崎郡 3町社協合同で穴水町での災害ボランティア活動を実施し、

被災家屋から家財道具を運び出すなどの復旧活動をおこないました。この活動には、町内か

らはボランティア 3名と職員 2名が参加しました。 

6 月 14 日～15 日には西播磨ブロック社協職員が災害ボランティア活動を七尾市でおこな

い、職員 2名が参加しました。 

 

 

 

８．居宅介護サービスの提供 

 

（１） 居宅介護サービス〔3事業総計〕 

 報酬総額 前年度比較 

4年度 69,313,529円 ＋ 0.6% 

5年度 60,859,178円 －12.1% 

6年度 64,008,880円 ＋ 5.1% 

 ※介護プランを作成したり介護サービスを提供すれば、国や一部利用者から報酬が得られる 
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① 訪問介護事業〔自宅にて食事やトイレの介助、掃除や調理などのサービスを提供〕  

 事業報酬 前年度比較 

4年度 25,067,893円 － 1.8% 

5年度 22,154,588円 －11.6% 

6年度 24,008,361円 ＋ 8.3% 

② 居宅介護支援事業〔要介護者が必要とする介護サービスの利用計画を作成〕 

 事業報酬 前年度比較 

4年度 26,823,640円 －3.8% 

5年度 27,636,820円 ＋3.0% 

6年度 28,473,130円 ＋3.0% 

③ 障害者居宅介護・同行援護・移動支援〔障がい者へのホームヘルプサービス等を提供〕  

  事業報酬 前年度比較 

4年度 11,298,978円 ＋56.7% 

5年度 10,508,050円 － 6.9% 

6年度 11,527,389円 ＋ 9.7% 

 

 

（２） 研修への講師派遣 

兵庫県福祉人材センター（神戸）などで県内の介護支援専門員を対象に兵庫県が開催する

更新研修等において、本会職員（主任介護支援専門員）1名が計 4回（述べ 7日）、研修の

講師を務めました。長年務めてきた当研修の講師業務を 6年度で終えました。 

 

 

（３）介護サービス事業職員の採用 

今後も高い需要が見込まれる介護サービス事業ですが、これまでその人材確保に苦慮して

きました。介護支援専門員と訪問介護員から採用の問い合わせがあり、慎重に面接をおこな

ったうえで、年度途中にすみやかにそれぞれ 1名採用いたしました。 

 

（４）事業継続計画（ＢＣＰ） 

災害や感染症発生などの非常時に、すみやかに介護サービスが安定的に提供できるよう、

令和 5年度にＢＣＰを策定しましたが、6年度は計画内容の理解を深めるために職員研修を

開催したり、机上訓練をおこなったうえで計画内容の見直し会議を開催しました。 

 

（５）介護報酬改定により令和 6年 4月から義務化された各種取り組み 

職場等におけるハラスメント防止のために報告相談窓口を設け、管理者向け研修を実施。

感染症対策の強化として対策委員会の開催と研修を実施。高齢者虐待防止及び身体拘束等の

適正化のため、責任者を定め委員会の開催と職員研修を実施しました。 
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９．障がい者活動支援施設の運営  

 

（１） 多機能型事業所ひと花 

生活介護サービス・就労継続支援Ｂ型サービス〔利用者へ提供したサービスに対する報酬〕 

 報酬総額 就Ｂ作業収益 

4年度 27,746,381円 1,017,579円 

5年度 28,749,275円 976,300円 

6年度 31,484,380円 1,221,598円 

・姫路十字会からの助成（58.3万円）をもとに、施設内の蛇口（6か所）をタッチレス水栓に入れ替え 

・中播磨地区赤十字奉仕団からの助成（1.5万円）をもとに、クーラーボックスを 2個購入 

・神河町赤十字奉仕団からの助成（3万円）をもとに、高圧洗浄機を購入 

・「ひと花施設のために」と善意銀行へ大口預託（100万円）があり、ひと花東側に庭園を造成 

  4 月中旬に 1 か月間、中央公民館ロビーでひと花作品展を開催したり、ひと花設立 4 周年

を記念して、11月 6日にひと花感謝祭を実施したり、ひと花の日ごろの活動や様子を多くの

方に知ってもらうよう努めました。 

 

 

（２） 指定特定相談支援事業所〔障がいのある方が利用するサービスの計画書を作成〕 

 事業報酬 前年度比較 

4年度 1,137,930円 ＋ 3.7% 

5年度 143,950円 －87.3% 

6年度 0円 － 

 ※令和 5年 5月 1日から休止中。必要な資格を有する者の採用には至っていません 

 

 

（３） 神河町障がい者基幹相談支援センターの受託運営 

障がい者やその家族の悩みを相談するための最初の窓口事業として、町

から委託を受けています。この事業も職員の確保ができず、資格を有する

既存の職員が兼務する状態が続いています。 

 

 

（４） 神河町障がい者等緊急時一時預かり事業の受託 

親が突然、事故や病気となり、障がい者（児）が急きょ短期入所サービ

スを利用しようとしたができない場合、ひと花の部屋を使い、一晩お預か

りすることとしており、社協介護職員と看護職員が付添いします。 

6名の登録があるなか、6年度中の利用はありませんでした。 
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＜参考＞第 3次地域福祉推進計画総合体系図 
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